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１ はじめに

吹田市の公共交通は、鉄道・モノレール、路線バス、タクシーなど様々な手段に

より構成されており、日常生活における利便性に優れた都市として発展してきた。

平成22年度に「吹田市地域公共交通総合連携計画」を策定し、公共交通空白地の

解消などの施策を実施し利便性向上に努めてきたが、公共交通事業者の収支の悪化

や運転手等の担い手不足による路線廃止や減便が行われ、更には新型コロナウイル

スに伴う新しい生活様式の浸透など公共交通を取巻く環境は年々厳しさを増し、今

後もこうした状況が続くと想定される。その一方で、鉄道を補完し市民の身近な移

動手段である路線バスは、高齢化の進展とともにその重要性は高まっている。

１－１ 背景と目的

令和元年度に市内の公共交通の運行・利用実態の把握及び整理、課題抽出及び市

民ニーズなどに関する基礎調査を実施し、課題の整理を行った。

本協議会は、基礎調査の結果を踏まえ、市民・交通事業者・行政が共に支える、

持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークを実現するため、「吹田市公共交通

維持・改善計画」を策定することを目的とする。

計画策定にあたっては、広く市民や交通事業者をはじめ関係者の意見を聞きなが

ら進める必要があるため、「吹田市地域公共交通協議会」において当該計画にかか

る意見聴取や調整を行う。
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１ はじめに
１－２ 協議会の位置づけ

本協議会については、「吹田市公共交通維持・改善計画」を策定する協議を行

うため、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第六条の2」に基づく委

員構成とします。

【地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（抜粋）】

第六条 地域公共交通計画を作成しようとする地方公共団体は、地域公共交通計画の作成及び実施に関し必要な

協議を行うための協議会（以下「協議会」という。）を組織することができる。

２ 協議会は、次に掲げる者をもって構成する。

一 地域公共交通計画を作成しようとする地方公共団体

二 関係する公共交通事業者等、道路管理者、港湾管理者その他地域公共交通計画に定めようとする事業を実施

すると見込まれる者

三 関係する公安委員会及び地域公共交通の利用者、学識経験者その他の当該地方公共団体が必要と認める者

・協議会の位置づけ

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく会議体として開催する。

・所掌事務

吹田市内における地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく「吹田市公共交通維持・改善計画」

策定に必要となる事項の意見聴取を行うこと。
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１ はじめに

①吹田市地域公共交通総合連携
計画
（Ｈ２２.３）
・公共交通空白地の解消
・公共交通の利用環境の質的向上
・公共交通へのアクセシビリティの向上
・公共交通の情報提供の充実
・地球環境問題への対応

②公共交通を取巻く問題点
・生産年齢人口減少による公共交通利用者の減少
・バスやタクシー等の運転手不足・高齢化の進展
・一部地域における公共交通の不便な地域の存在
・交通渋滞に伴うバスの定時性の低下
・公共交通に対する意識のばらつき

③公共交通のサービス低下
公共交通の減便・廃止、サービス低下とさ

らなる利用者減少といった状況の悪化が懸念
される

④公共交通基礎調査の実施
（令和元年）

・公共交通の状況把握、課題抽出
・市民アンケートによるニーズ調査

⑤吹田市公共交通維持・改善計画の策定
市民・交通事業者・行政が共に支える、持続可能で

利便性の高い公共交通ネットワークを実現することを
目的とする

上位・関連計画
・吹田市第4次総合計画
・吹田市都市計画マスタープラン
・吹田市立地適正化計画

整合を図る

１－３ これまでの取組み
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○千里ニュータウン再生指針2018

上位・関連計画の概要と公共交通に関するキーワード

公共交通の
利便性向上

市内の拠点間の連携を図る
ネットワークの形成

良好な公共交通ネット
ワークの形成

鉄道駅などの施設の
バリアフリー化への支援

コミュニティバス
の利便性向上

鉄道駅等の
バリアフリー化

一部に残る公共交通
不便地域の解消

公共交通の利便性・
安全性の向上

おおさか東線の整備促進､
地下鉄今里線の延伸促進

鉄道駅周辺における自転車
駐車場の整備

鉄道やバスの乗継など公共交通の利用
に関するわかりやすい情報提供

コミュニティバスの運行
など交通環境の充実化

高齢者や障がい者等の移動に対応した新しい交通手段の検討
(自動運転技術等の先端技術の実証実験の場としての提供等の検討)

○第3次吹田市地域福祉計画(2016～2020年度)

○吹田市第3次環境基本計画案(2020～2028年度)

○吹田市立地適正化計画(～2035年)

○吹田市都市計画マスタープラン(2015～2024年)

○吹田市第4次総合計画(2019～2028年度)

１ はじめに
１－４ 上位・関連計画の概要
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○吹田市第4次総合計画(2019～2028年度)

都市の将来像・都市空間の方向性

図 都市空間の方向性

地域の特徴ある拠点の形成

都市間・市内のネットワークの形成

１ はじめに
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○都市計画マスタープラン
(2015～2024年)

・鉄道、路線バス、コミュニティバス等の利便性
向上や効率的・効果的な交通サービスの提供に
努めるなど、公共交通機関の利用を促進

・市域南部の新たな拠点にふさわしいまちづくりを
推進するため、おおさか東線の整備事業を促進

・岸辺駅及び正雀駅周辺のポテンシャル向上や大阪
市北東部からのアクセス性の強化、また、大阪モ
ノレールや北大阪急行電鉄など、本市の広域軸と
の結節による新たな拠点間のネットワークの形成
をめざし、地下鉄今里筋線の延伸を促進

・交通結節点となる鉄道駅周辺などにおいて、必要
に応じた自転車駐車場の整備

・既存の都市計画駐車場について、社会経済情勢の
動向等を踏まえ、必要に応じて見直しを検討

○吹田市立地適正化計画
(～2035年)

１．住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化に関す

る基本的な方針

①快適で安心して暮らせる住みやすい居住環境の構築

②地域ごとの価値を高める拠点機能の充実

③日常的な生活を支える施設のさらなる充実

２．良好な公共交通ネットワーク等の形成

・交通利便性が高い本市においても、駅間のアクセ
ス等一部の地域においてはさらに充実を図ること
が望まれている。今後は、これまでの公共交通に
関する取組のマスタープランとなっている「吹田
市地域公共交通総合連携計画」や国の「交通政策
基本計画」等に基づき、引き続き良好なネット
ワークの形成をめざす。

①歩行者や自転車等の安全で快適な交通の確保
②都市活動を支える道路ネットワークの形成
③公共交通等の整備及び利用促進

都市施設整備の方針（道路・交通施設） 立地の適正化に関する基本的な方針

１ はじめに
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２ 吹田市の現況
２－１ 市勢・地勢

吹田市

図 位置図

・吹田市は、大阪府の北部に位置し、
東は茨木市・摂津市、西は豊中市、
南は大阪市、北は箕面市に接し、
東西6.3km、南北9.6km、面積は
36.09km2を占めている。

・北部は標高20～116mのなだらか
な千里丘陵、南部は安威川、神崎川、
淀川からなる標高10mに満たない
低地から形成されている。

茨木市

箕面市

豊中市

大阪市

摂津市
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２ 吹田市の現況
２－２ 人口状況

（1）現況・将来人口

・吹田市の人口は37.3万人（令和元
年9月）で、増加傾向が続いている
ものの、増加率は鈍化しつつある。

・高齢化率（65歳以上人口の比率）
は24％（平成30年）であり、増加
傾向にある。
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図 吹田市の人口･世帯数の推移
資料：吹田市統計書、吹田市HP
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※平成27年（2015年）まで国勢調査
令和2年（2020年）以降は吹田市第４次総合計画策定に係る人口推計についてより

２ 吹田市の現況

図 人口推移と将来推計

資料：吹田市第4次総合計画（H31.3）

・将来人口（「吹田市第４次総合計画」平成31年3月）では、全人口は2030年（令和12
年）以降減少に転じ、2040年（令和22年）には約38万人になるものと見込まれている。

・高齢化率は、2015年（平成27年）の約23％から2040年（令和22年）には約31％ま
で上昇するものと見込まれている。

（1）現況・将来人口
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JR以南地域 片山･岸部地域 豊津･江坂･南吹田地域

千里山･佐井寺地域 山田･千里丘地域 千里ニュータウン･万博･阪大地域

２ 吹田市の現況

図 吹田市の地域別人口

・地域別人口は、山田･千里丘地域が最も多く、吹田市全体の約2割以上を占めている。
次いで、豊津･江坂･南吹田地域、千里NT・万博・阪大地域が多い。
各地域が横ばいで推移するなか、豊津・江坂・南吹田地域は上昇傾向が続いており、
直近の10年間で約1万人増加している。

資料：吹田市統計書

（2）人口分布状況
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２ 吹田市の現況

図 町丁目別人口

資料：国土数値情報

山田･千里丘地域
の人口が多い

江坂駅周辺
の人口が多い

・町丁目人口をみると、江坂駅周辺
（豊津・江坂・南吹田地域）、千里
丘駅西側、万博記念公園南側（山
田・千里丘地域）の人口が多い。

（2）人口分布状況
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２ 吹田市の現況
２－３ 主要施設の状況

（1）教育施設等

・駅やバス停の近くに高校や大学が
立地している。

資料：国土数値情報

図 教育施設等の立地状況
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２ 吹田市の現況
（２）医療施設

・医療施設は、各地域に立地している
が、江坂駅や岸辺駅周辺に特に多い。

資料：国土数値情報

図 医療施設の立地状況

江坂駅周辺に
病院が多い

岸辺駅周辺に
病院が多い
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２ 吹田市の現況
（３）警察署･消防署･郵便局

・警察署・消防署・郵便局は、主要な
幹線道路沿いに立地している。

資料：国土数値情報

図 警察署･消防署･郵便局の立地状況
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２ 吹田市の現況
（４）集客施設

・集客施設は、万博記念公園や江坂駅
の周辺に集中している。

資料：国土数値情報

図 集客施設の立地状況

江坂駅周辺に
集客施設が多い

万博記念公園周辺に
集客施設が多い
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２ 吹田市の現況
（５）都市公園

・都市公園は、各地に立地している。

資料：国土数値情報

図 都市公園の立地状況
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２ 吹田市の現況
（６）福祉施設

・福祉施設は、各地に立地している。

資料：国土数値情報

図 福祉施設の立地状況
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２ 吹田市の現況
（７）文化施設

・文化施設は、万博記念公園周辺に
多い。

資料：国土数値情報

図 文化施設の立地状況

万博記念公園周辺に
文化施設が多い
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３－１ 公共交通の現況

（1）鉄道交通の運行状況

３ 公共交通の現状

・吹田市内には、JR東海道線、JRお
おさか東線、阪急京都線、阪急千里
線、北大阪急行、大阪モノレールが
運行しており、市中央部の東側エリ
アを除いて、駅勢圏（半径700ｍ以
内）にカバーされている。

市中央部の東側は
駅勢圏外

図 鉄道ネットワークと駅勢圏

資料：吹田市地域公共交通基礎調査委託業務（R2.3）
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３ 公共交通の現状
（2）バス交通の運行状況

・市内には阪急バスを中心に、近鉄バ
ス、京阪バス、さらにはコミュティ
バスであるすいすいバスが運行して
いる。鉄道駅勢圏外はバス停勢圏
（半径300ｍ）にカバーされている
が、千里山駅周辺にバス停勢圏外が
存在している。

千里山駅周辺に
バス停勢圏外が

存在

図 バス路線とバス停勢圏

資料：吹田市地域公共交通基礎調査委託業務（R2.3）
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３ 公共交通の現状

図 公共交通利用圏

・駅勢圏、バス停勢圏を重ねると、市
内のほぼ全域が公共交通利用圏とし
てカバーされている。

（３）公共交通利用圏

資料：吹田市地域公共交通基礎調査委託業務（R2.3）

市内ほぼ全域が
公共交通利用圏内
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３ 公共交通の現状
３－２ 公共交通不便地

図 公共交通不便地の分布
資料：吹田市地域公共交通基礎調査委託業務（R2.3）

公共交通空白地

鉄道駅勢圏と
バス停勢圏を
超える地域

①
鉄道駅勢圏内で
バス停勢圏外
となる地域

公共交通不便地

吹田市域

公共交通充実地

②
最寄駅からの高低差が

15m以上

Y

Y

Y

N

N
N

図 公共交通不便地の抽出フロー

千里山駅周辺に
公共交通不便地が

存在

公共交通利用圏内

右図赤色エリア

右図網掛け
エリア

・公共交通利用圏のなかでも、 駅までの高
低差が大きく、バス停勢力圏外にあたる
「公共交通不便地」は千里山駅周辺にまと
まって存在しているため、コミュニティバ
スの導入を進めている。
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H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

乗
降
客
数
（
千
人
）

阪急電鉄

北大阪急行電鉄

大阪モノレ−ル

JR⻄⽇本

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
４－１ 公共交通の利用実態

（1）鉄道・モノレール

資料：吹田市統計書

図 鉄道乗降客数の推移

・鉄道利用者は約13,900万人/年（平成30年）。
・各社とも横ばいで推移している。

各社とも横ばいで推移
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17,500

18,000
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19,000
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21,000
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22,000

22,500

H25 H26 H27 H28 H29 H30

乗
降
客
数
（
千
人
）

近鉄バス

京阪バス

阪急バス

(100％)
19,990

(105％)
21,008

(109％)
21,727 (110％)

22,003
(110％)
21,947

(110％)
21,937

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握

資料：吹田市統計書

図 路線バス乗降客数の推移

・路線バス利用者数は約2,200万人/年（平成30年）。
・利用者数は増加傾向にあり、平成29年度から平成30年度は横ばいで推移している。

路線バス利用者数は
H28までは増加
その後は横ばい

（2）路線バス
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28,000

48,000

68,000

88,000

108,000

128,000

148,000

168,000

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

年
度
別
利
用
者
数
（
人
）

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

14,000

15,000

16,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

す
い
す
い
バ
ス
利
用
者
数
（
人
） H28 H29

H30 R1

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（3）すいすいバス

資料：吹田市 HP

図 すいすいバスの利用者数の推移

資料：吹田市 HP

図 すいすいバスの月別利用者数の推移

・すいすいバスの利用者数は14.3万人（令和元年）であり、平成30年の減少から増加傾向
となっている。令和元年度は新型コロナウイルスの影響により利用者数が減少した。

・月別にみると、夏季に利用が多く、冬季は利用が少ない。

H29までは増加傾向
H30の減少後、R1は増加

冬季の利用が
少ない
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４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
４－２ 公共交通のニーズ

（1）アンケート概要

アンケート概要

目 的
市民の日常的な移動実態、公共交通に関する利用状況、
利用意向、満足度、要望等の把握、及び、
市民意識からみた公共交通の課題や施策ニーズの把握

配 布 対 象 15歳以上の吹田市民

配 布 枚 数 6,000部（各地域1,000部）※無作為抽出

配 布 方 法 郵送配布･郵送回収

配 布 物 調査票、依頼文、返信用封筒

期 間 令和2年2月中旬配布、令和2年3月上旬締め

回 収 率 34％（2,046部）
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４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・公共交通全般の満足度は42％
（満足＋やや満足）で、
不満率19％（不満＋やや不満）を
上回っている。
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満足

14.0%

やや満足

27.6%

ふつう

40.0%

やや不満

13.5%

不満

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

公共交通全般の満足度

居住地域の公共交通全般の満⾜度

[n=1769]

【全地域】【全年代】

満足

17.8%

8.5%

13.3%

21.6%

15.1%

13.3%

やや満足

33.3%

25.0%

29.3%

26.3%

30.1%

22.2%

ふつう

37.2%

47.4%

37.3%

39.0%

37.9%

39.1%

やや不満

8.1%

12.1%

16.9%

9.4%

11.4%

19.4%

不満

3.5%

7.0%

3.2%

3.8%

5.5%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

千⾥ニュータウン

･万博･阪大地域

山田･

千⾥丘地域

片山･

岸部地域

JR以南地域

豊津･江坂･

南吹田地域

千⾥山･

佐井寺地域

居住地域の公共交通全般の満⾜度

[n=258]

[n=272]

[n=249]

[n=219]

[n=213]

[n=279]

【全地域】【全年代】

満足度42％ 不満率19％
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バスルート

時刻表に記載した定刻の運⾏

時刻表･路線図のわかりやすさ

始発時間

終発時間

⾞両の乗り降りのしやすさ

バス停留所の広さ

バス停のベンチ･屋根などの設備

バスからバスへの乗り換えのしやすさ

バスの運賃

運転手の対応

全体的な満足度

路線バス 項⽬別満⾜度

[n=871]

[n=853]

[n=858]

[n=832]

[n=851]

[n=831]

[n=856]

[n=864]

[n=793]

[n=852]

[n=872]

[n=867]

[n=877]

【全地域】【全年代】
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11.3%
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

運⾏本数

最終の時間

時刻表などの運⾏案内のわかりやすさ

駅での乗り換え案内のわかりやすさ

⾞両の乗り降りのしやすさ

乗り換え時における待ち時間

バスへの乗り換えのしやすさ

⾃動⾞の駐⾞場

⾃転⾞の駐⾞場

駅のバリアフリー化

利⽤の運賃

駅員などの対応

全体的な満足度

鉄道･モノレール項⽬別満⾜度

[n=1666]

[n=1597]

[n=1631]

[n=1641]

[n=1618]

[n=1607]

[n=1408]

[n=1307]

[n=1574]

[n=1390]

[n=1633]

[n=1630]

[n=1647]

【全地域】【全年代】

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・鉄道・モノレールの満足率は約
48％、不満率は約7％
自動車・自転車駐車場や駅のバリア
フリー化に対する不満が多い。

・路線バスの満足率は約21％、不満
率は約24％
運行本数やバス停環境に対する不満
が多い。

自動車・自転車駐車場や
駅のバリアフリー化の不満が多い

運行本数の不満が多い

バス停環境の不満が多い
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４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・タクシーの満足率は約19％、不満率は約18％
運賃のわかりやすさ、待ち時間に対する不満が多い。

目的地までの運賃のわかりやすさ
や待ち時間に対する不満が多い
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【全地域】【全年代】

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・日頃の外出の移動手段は､徒歩が
67％で最も多い｡

・鉄道の利用は阪急千里線が最も多く
49％､路線バスは大半を占める阪急
バスで27％、タクシーは8％となっ
ている｡

阪急バスは27％

阪急千里線は49％
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【全地域】【65〜74歳】

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・年齢別の外出の移動手段は、65～74歳でも54％が自動車(自分で運転)を利用しており､
安全上の問題が大きい｡

・75歳以上では､自動車(自分で運転) の割合が20％まで低下し､路線バス利用の増加から､
移動をバスに頼らざるを得ない状況がうかがえる｡

75歳以上では
自動車を運転する人は

20％に低下

65～74歳では
自動車を運転する人は

54％
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[n=124]

[n=275]

[n=178]

[n=104]

[n=279]

[n=326]

[n=320]

16.1%

6.3%

7.5%

7.3%

5.9%

9.9%

6.4%

5.4%

32.1%

26.6%

25.2%

24.3%

20.9%

15.3%

10.8%

7.3%

8.0%

10.5%

9.7%

11.7%

15.0%

17.8%

18.4%

18.0%

16.1%

33.6%

28.8%

31.7%

27.0%

23.6%

27.4%

29.0%

27.7%

23.0%

28.8%

25.0%

31.2%

33.4%

36.9%

40.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15〜19歳

20歳台

30歳台

40歳台

50歳台

60〜64歳

65〜74歳

75歳以上

外出頻度

1.平日･休日ともほぼ毎日 2.平日はほぼ毎日 3.週に3〜4日程度 4.週に1〜2日程度 5.⽉に1〜2日程度

【全地域】【年代別】

[n=137]

[n=314]

[n=703]

[n=452]

[n=256]

[n=674]

[n=766]

[n=793]

75歳以上は免許なし、
返納予定の人が多い

75歳以上は
外出頻度が少ない

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・75歳以上は免許を持たない人､返納
を予定している人も多く､外出頻度
も少ない｡
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311

150

73

44

32

24

19

13

11

10

0 100 200 300 400

エキスポシティ

万博記念公園

吹田市⺠病院

ららぽーとEXPOCITY

吹田市役所

江坂駅

パナソニックスタジアム

JR吹田

吹田市文化会館(メイシアター)

図書館

公共交通で⾏きたい施設とその理由 市内

[n=925]

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・行きたい施設としては､市内では万博･エキスポエリア･市民病院､隣接市ではイオンモー
ル茨木等大規模商業施設が多い｡

62

34

23

20

16

15

14

12

11

7

0 20 40 60 80

イオンモール茨木

梅田駅

みのおキューズモール

千⾥阪急

服部緑地

USJ

大阪国際空港

千⾥中央

緑地公園

グランフロント大阪

公共交通で⾏きたい施設とその理由 隣接市町

[n=509]

公共交通で行きたい施設は、
エキスポシティ、万博記念公園

吹田市民病院

公共交通で行きたい施設には、
大規模商業施設が多い
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41.8% 38.1% 11.4%

2.1%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

隣接市町利⽤したい移動手段

1.鉄道･モノレール 2.路線バス 3.コミュニティバス 4.タクシー 5.その他
[n=491]

【全地域】【全年代】

[n=491]

【全地域】【全年代】

[n=491]

【全地域】【全年代】

26.3% 48.6% 17.1%

2.6%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市内 利⽤したい移動手段

1.鉄道･モノレール 2.路線バス 3.コミュニティバス 4.タクシー 5.その他
[n=886]

【全地域】【全年代】

[n=886]

【全地域】【全年代】

15.5% 13.8% 35.2% 13.2% 22.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

隣接市町公共交通で⾏きたいが⾏っていない理由

1.公共交通で

⾏けないから

2.運⾏本数が

少ないから

3.ルート的に

遠回りになるから

4.駅･バス停

が遠いから

5.その他

[n=491]

【全地域】【全年代】

[n=491]

【全地域】【全年代】

15.0% 14.6% 40.1% 9.4% 21.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

市内 公共交通で⾏きたいが⾏っていない理由

1.公共交通で

⾏けないから

2.運⾏本数が

少ないから

3.ルート的に

遠回りになるから

4.駅･バス停

が遠いから

5.その他

[n=886]

【全地域】【全年代】

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・市内の移動手段としては路線バスの希望が多いが､ルートが直接繋がっておらず、鉄道等
と乗り継ぎとなることが障害となっている｡

利用したい移動手段は、
路線バスが約半数

利用したい移動手段は、
鉄道・モノレールと路線バスが約40％

行っていない理由は
遠回りになるが約40％

行っていない理由は
遠回りになるが約40％
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22.4%

31.0%

2.2%

3.0%

14.7%

14.1%

10.6%

24.5%

27.5%

5.4%

19.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.駅構内の

段差の解消

2.エレベータ･

エスカレータの設置

3.視覚障がい者誘導⽤

ブロックの設置

4.点字や音声

による案内

5.時刻表など鉄道等の

案内施設の拡充

6.バス･タクシーの

乗り換え案内の拡充

7.バス停への移動

経路に屋根を設置

8.ベンチ等のある

待合スペースの拡充

9.⾃転⾞駐⾞場の

台数の拡充

10.レンタサイクル

の設置･拡充

11.その他

鉄道･モノレール改善点

[n=1617]

【全地域】【全年代】

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・鉄道・モノレールの改善ニーズは､バリア
フリー化や環境整備等に関するものが多い｡

・都市拠点･地域拠点の核となる鉄道駅への
要望としては､自転車駐車場の拡充ニーズ
も多い｡

自転車駐車場の
拡充ニーズも多い
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バリアフリーや
環境整備等に

関する要望が多い

バリアフリーや
環境整備等に

関する要望が多い
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53.8%

56.2%

16.6%

34.0%

10.6%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1.バス停の

位置図

2.市内の全ての

バスがわかる路線図

3.市内の全ての

バス運賃がわかる運賃表

4.鉄道とバスの

乗り換えがわかる時刻表

5.町丁ごとの

時刻表

6.その他

路線バス 情報提供に関する改善点

[n=1452]

【全地域】【全年代】

24.0%

20.0%

38.6%

12.3%

12.5%

10.0%

41.9%

3.6%

12.0%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.⾃宅近くに

バス停を設置

2.バス停に

ベンチを設置

3.バス停に

屋根を設置

4.案内施設

の拡充

5.待合スペース

の確保

6.照明施設

の設置

7.バス停でバスの到着

時刻がわかる表示

8.バス停の⾃転⾞

駐⾞場の拡充

9.バス間の

乗り換え案内

10.その他

路線バス バス停に関する改善点

[n=1535]

【全地域】【全年代】

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・路線バスへの要望としては、ベンチ・屋根の設置等のバス停環境や、路線図､バス停位置
図からバス到着時刻まで､幅広い情報提供に関する要望が多い｡

幅広い情報提供に
関する要望が多い

バス停への到着時刻表示への
要望が多い

バス停、ベンチ等
の設置要望が多い
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26.3%

15.7%

8.1%

7.2%

13.2%

40.8%

28.4%

16.3%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1.タクシーの増⾞による

待ち時間の短縮

2.タクシー

乗り場の増設

3.タクシー乗り場に

屋根の設置

4.タクシー乗り場に

ベンチの設置

5.終電時間の

乗合タクシーの導入

6.乗り場等に主要な

目的地までの運賃表示

7.タクシー会社

連絡先一覧表の提供

8.誰もが乗り降り

しやすい⾞両の導入

9.その他

タクシー 改善点

[n=1538]

【全地域】【全年代】

38

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・タクシーへの要望としては、主要な目的地までの運賃表示やタクシー会社の連絡先一覧
の提供、待ち時間の短縮に関する要望が多い｡

タクシーの増車による
待ち時間の短縮要望

主要な目的地までの運賃表示やタクシー
会社の連絡先一覧の提供等の情報提供に
関する要望が多い
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24.0%

13.2%

42.0%

17.8%

32.5%

0% 20% 40%

1.鉄道の利⽤が増えると思う

2.モノレールの利⽤が増えると思う

3.路線バスの利⽤が増えると思う

4.増えないと思う

5.わからない

利便性向上による公共交通の利⽤意向

[n=1536]

【全地域】【全年代】

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・利便性が向上した場合､公共交通の利用が増えると回答した人が50％｡バスの利用意向が
強い｡

いずれかの公共交通の
利用が増えると

回答した人が約50％

路線バスは42％で
最も利用意向が高い
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36.8% 20.1% 14.2% 23.2% 5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

路線バス バスの公的負担のあり⽅

1.市の負担により運⾏サービス

(運⾏ルート･運⾏本数など)

を充実させるべき

2.利⽤促進等により運⾏を

維持すべき(市の負担なし)

3.路線維持が困難に

なった場合は、運⾏サービスを

縮小すべき

4.わからない 5.その他

[n=1624]

【全地域】【全年代】

33.9%

32.6%

32.7%

31.4%

35.0%

32.1%

41.6%

45.5%

14.5%

16.8%

19.9%

20.1%

23.5%

29.2%

18.8%

15.6%

21.0%

17.9%

19.9%

18.8%

15.8%

15.1%

11.8%

5.7%

27.4%

26.3%

16.7%

24.7%

18.4%

20.8%

21.2%

30.8%

3.2%

6.3%

10.9%

5.0%

7.3%

2.8%

6.5%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

15〜19歳

20歳台

30歳台

40歳台

50歳台

60〜64歳

65〜74歳

75歳以上

路線バス バスの公的負担のあり⽅

1.市の負担により運⾏サービス

(運⾏ルート･運⾏本数など)

を充実させるべき

2.利⽤促進等により運⾏を

維持すべき(市の負担なし)

3.路線維持が困難に

なった場合は、運⾏サービスを

縮小すべき

4.わからない 5.その他

【全地域】【年代別】

[n=62]

[n=106]

[n=239]

[n=156]

[n=95]

[n=234]

[n=211]

[n=245]

４ 公共交通の利用実態及びニーズの把握
（2）アンケート結果

・バスの維持に向けては､市の負担に
よるバスサービスの充実を望む意見
が37％と多い｡

市の負担による
バスのサービス充実を望む

意見が37％

特に65歳以上で、市の負担による
バスのサービスの充実の要望が高い
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５ 吹田市における地域公共交通の課題
５－１ 持続可能な地域公共交通の確保に向けた問題点・課題の整理

・公共交通全般に対する満足率は42％で不満率の19％を上
回っている。

・鉄道の満足率は不満率を大きく上回っている。バリアフリー
化や自転車駐車場に関する不満が多い。
路線バスの不満率は満足率を上回っている。運行本数やバス
停環境に関する不満が多くなっており、平成30年度までの公
共交通利用者数は横ばいである。

・タクシーの満足率と不満率は同等である。目的地までの運賃
表示やタクシー会社の連絡先一覧等情報提供に関する要望が
多い。

・日頃の外出の移動手段は､徒歩が68％で最も多い｡
鉄道の利用は阪急千里線で49％､路線バスは阪急バスで27％
となっている。

・行きたい施設として､市内では万博･エキスポエリア･市民
病院､隣接市ではイオンモール茨木等大規模商業施設が多い｡
市内の移動手段としては路線バスの希望が多いが､ルートが
直接繋がっておらず、鉄道等と乗り継ぎとなることが障害と
なっている｡

・バスの維持に向けては､市の負担によるバスサービスの充実を
望む意見が37％と多い｡

・利便性が向上した場合､公共交通の利用が増えると回答した人
が50％｡バスの利用意向が強い｡

公共交通を中心とした交通体系の形成､

環境負荷の軽減のためには､上位計画

にも位置づけられる利便性向上による

路線バスの利用促進が求められる

①利便性向上によるバスの利用促進

現況・ニーズ 課題
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５ 吹田市における地域公共交通の課題
５－１ 持続可能な地域公共交通の確保に向けた問題点・課題の整理

・65～74歳でも54％が自動車(自分で運転)を利用しており､
安全上の問題が大きい｡75歳以上では､自動車(自分で運転)の
割合は20％まで低下し､路線バス利用の増加から､移動をバス
に頼らざるを得ない状況がうかがえる｡免許を持たない人､返
納を予定している人も多く､75歳以上の外出頻度は少ない｡

・公共交通の改善ニーズとしては､バリアフリー化に関するもの
が多い｡

高齢者の増加が見通されるなか､安全性

の高い公共交通によるモビリティ確保､

高齢者の外出の支援が求められる

②高齢者等のモビリティの確保

現況・ニーズ 課題

42

・将来都市像において､都市拠点､地域拠点が設定されている｡
都市拠点の中には､既存の主要鉄道駅に加えて､文化･スポーツ
･レクリエーション機能が集積する万博記念公園周辺､北大阪
健康医療都市(健都)としての機能集積が進む岸辺駅周辺など
特色ある拠点もある｡

・万博･エキスポエリア･健都エリアへのバス利便性向上の要望
が多い｡

・都市拠点･地域拠点の核となる鉄道駅については､自動車・
自転車駐車場の拡充ニーズも多い｡

将来都市像の実現に向けて都市･地域

拠点の拠点性向上が求められる

③都市･地域拠点の機能向上
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５ 吹田市における地域公共交通の課題
５－１ 持続可能な地域公共交通の確保に向けた問題点・課題の整理

・路線図､バス停位置図から到着時刻まで､幅広い情報提供に関
する要望が多い｡

・自動運転､新たなモビリティ､MaaSといった次世代型交通シ
ステムに関する技術開発･実証実験が全国各地で積極的に進め
られている｡

現況・ニーズ 課題

次世代型公共交通システムを志向した

検討が求められる

⑤交通ICTの活用

分かりやすい公共交通情報の提供が求

められる

④公共交通に関する情報提供の充実
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６ 持続可能な地域公共交通の確保に向けた方策（案）

課題

①ニーズに対応したバス路線
の維持･改善

②交通結節点機能の向上

③公共交通利用環境の
快適性向上

④公共交通の利用に関する
情報提供の充実

⑤次世代型公共交通サービス
に関する検討

課題への対応方針

次世代型公共交通システムを志向した検討が求めら
れる

⑤交通ICTの活用

将来都市像の実現に向けて都市･地域拠点の拠点性
向上が求められる

③都市･地域拠点の機能向上

分かりやすい公共交通情報の提供が求められる

④公共交通に関する情報提供の充実

高齢者の増加が見通されるなか､安全性の高い
公共交通によるモビリティ確保､高齢者の外出の支
援が求められる

②高齢者等のモビリティの確保

公共交通を中心とした交通体系の形成､環境負荷の
軽減のためには､上位計画にも位置づけられる利便
性向上による路線バスの利用促進が求められる

①利便性向上によるバスの利用促進
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